
環境用乾式集塵機

(バグフィルター)



項 目

•乾式バグフィルター(集塵機)とは

•ろ過機構の基礎

•集塵機の機能・形式

•材質について

•トラブルと改善
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乾式バグフィルターとは

・あらゆる産業で生成、発生する煤塵を
ろ過布(ろ布)で捕集(除去、回収)する機
器です。

1.小麦、セメント、カーボンブラックなど、
大量に生産する粉物の輸送、回収を効率
的に行う生産設備としての役目をもってい
ます。

2.ごみ焼却炉や製鉄所、製鋼所などから排出されるガス中から、煤塵の除去とあわせて、ダイオキシンをはじめとする各種有害物質の除去を行い、環境汚染を防止する役目を持っています。
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乾式バグフィルターの代表的な用途例

<業界用途例>
+全業種 石炭発電設備､石炭ボイラー
+電力 火力発電設備
+石炭 石炭用ミル､石炭分級設備
+鉄鋼/非鉄金属 キューポラ､製鋼電気炉､合金鉄電気炉、アルミ溶解炉
・セメント セメント用ミル､セメント輸送設備､セメントクリンカー
・窯業･ガラス 石炭焼成炉
・化学 カーボンブラック製造､石油･化学工業の排ガス設備
-食品･製薬 粉体の製造､分級
・自治体 ごみ焼却炉､ごみ固形燃料発電設備
・その他 産業廃棄物焼却炉

+大型設備
・中型設備
-小型設備



ろ過機構の基礎
(捕集原理-1)

⚫ろ過

繊維

繊維

粒子
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ろ過機構の基礎
捕集原理-2

粒子

①接触効果 ・慣性衝突

・さえぎり

②拡散効果 (ブラウン拡散)

③重力沈降

④静電気効果

以上の4つの捕集原理で捕集され
ます。
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ろ過機構の基礎
捕集原理と装置の関係
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ろ過機構の基礎

集塵原理とシステム

重力式集塵装置 電気集塵機

深層ろ過式集塵装置(バグフィルター)

遠心力式集塵装置



ろ過機構の基礎
捕集原理

=バグフィルターの形式と特徴=
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Efficiency 
[%]

Particle Size [m]

拡散

Total

慣性衝突

さえぎり

重力

ろ過機構の基礎
捕集性 vs 粒子サイズ

 0.3 µm
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乾式バグフィルター形式

種 類 ろ過方向
ろ過速度

[m/min]

主な使用

ろ材

特 徴

振動払い落とし方式

（Shaking Type）

内面 ～0.6 織布
気流を停止し上部を主として横方向または縦方向

に振動させ捕集煤じんを落とす。

逆圧払い落とし方式

（Reverse Type）

内面 ～0.8 織布または

フェルト

気流を停止しクリーン側の部屋全体に数十秒間

逆圧気流を送り込み円筒ろ布を星型断面に変形

させ捕集煤じんを払い落とす。

パルスジェット方式

（Pales Jet Type）

外面 ～1.5 フェルト
ろ布内側にリテーナーが装着されており、ろ布内

側上部より瞬間的な圧縮エアー吹き込み衝撃力

と逆流圧にり捕集煤じんを払い落とす。

ろ過速度に付いては様々使用条件により変わるが当社が推奨しているガイドラインの値

である。
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乾式バグフィルター形式

シェイキングタイプ リバースエアータイプ パルスジェットタイプ
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一般的なろ材の特長
材 質 名 常用使用

温度（℃）

特 長 注 意 点

Polypropylene

ポリエチレン

９０以下 常温域で耐薬品性に優

れる。

耐加水分解性であるが、100℃以上では

強度低下が顕著

Polyester

ポリエステル

１３０以下 常温域で幅広く使用可 若干の腐食性ガスには抵抗性があるが、

９０℃以下での使用が望ましい。

加水分解に注意

Polyacrylonitrile

ポリアクリルニトリル

１４０以下 Polyesterに比べ、若干腐

食性食性ガスへの耐性に

優れている。

１４０℃以上では強度低下が顕著

Polyphenylensulfid

ポリフェニレンサルファイド

１９０ 以下 腐食性ガスに対して有効 ただし、ガス中のＯ2濃度に注意

（１0％ａｔ１９０℃）、酸化剤に注意

meta-Aramid

メタアラミド

２００以下 耐熱性に優れる １９０℃以下での使用が望ましい。

アルカリには弱く、加水分解に注意

Polyimide

ポリイミド

２２０以下 meta-Aramidと同等の

耐薬品性

１９６℃以下での使用が望ましい。

加水分解に注意

Fiberglass

ガラス繊維

２５０以下 高温に耐える。安価 アルカリ性ガスに対して要注意、

２００℃以下での使用が安定的。

結露には要注意

Polytetrafluoroethylene

ポリテトラフルオロエチレン

２６０以下 腐食性ガスに対して

最も抵抗性が有る。

２４０℃以下での使用が望ましい。
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トラブル項目

⚫目詰まり(圧力損失上昇)

⚫吹き漏れ

⚫破 損 : 摩耗、破れ、穴あき
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フィルタートラブル要因

⚫目詰まり：こびり付き､過負荷､ミスト、選定ミス

⚫破 損：摩耗､劣化(ケミカル、熱)､接触､経年疲労、

⚫ 焼損、材質選定ミス

⚫吹き洩れ:ろ布破損､縫製目､口元シール､微粉化､

選定ミス
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運用コントロール

1.結露させない。
結露した水滴が表層上で水膜を形成するため、エアーの流
れを遮断し差圧の上昇を引き起こす。

2.運転開始後は、ろ布差圧が１.0kPaに上昇するまで払い落と
しを行わない。

3.集塵の運用方法として、ろ布差圧1.0kPa前後の制御で払い落
としを行う。

4.払い落としサイクルは、20分以上で管理出来ることが望ま
しい。
(サイクルとは、列間移動の時間ではなく噴射列1周まで

戻ってくる時間を表します。)
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集じんシステムの最適化によるリスク低減

使用状況の監視

(圧力損失、処理ガス
量、クリーニング頻度)

バグ設計の最適化

ろ布分析を行い
システムへの適
合性を確認

偏流とダスト堆積分
析しバグライフを最適
化

排気ガスを分析しコン
ディションを解析

排出濃度の低減

製品ロスを低減

導入サポート

立ち上げ時のトラブルを防止

ファン及び配管の経路分析
し使用エネルギーを最適化

ガス流れとバグライフを最適化
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改 善

●適正なフィルターの選定
●適正な条件での運用
●システム管理の見直し

●以上の項目においてバグフィルターの適正運
用が可能となり運用管理コスト及び設備コスト
の低減が図れます。
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省エネ

●運用コントロールページの2～4項目の条件を
制御することでファン及びコンプレッサーの消
費電力は低減できることになります。

●その効果としてフィルターにやさしい運用が
可能となりフィルターの長寿命化が図れ交換
コストの低減が可能になります。
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